









































































































































































































































































































































[ l 929a］『李朝仏教』 では，義天が，宗密の教観兼修ともって華厳を統一
し，天台を用いて禅を包摂したという．この見解は高橋亨の以後の論文
( [1938] [1956] ）にも踏襲される．
内藤鰐舗の，内藤［1924] f高麗の大覚国師に関する研究（上） J，内




















































































性などを紹介している 以後，野村輝昌の解題があり，呉光悌 [1979) 
「覚罰｜｜の寂年についてJは， 覚司IJの生没年代に関して論じている．



















































































内藤浩之 [ 1995］である． これは万徳山白蓮結社と阿弥陀信仰について
論じたものであり，美術品などの調査から了世の白蓮結社は阿弥陀浄土往
この中， 関口真大(1935］では．『天台四教儀』に関する注釈を挙げている．






についての研究は早く稲葉磐吉 [1929] ' [1932］で行っている．そこ
では，了円の生没年について，それまでは不明であったが，敏文などの記
録から推測している．また，思想、の関連性や日本との関係を述べている．
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1. はじめに
金天鶴
日本における朝鮮時代の仏教応対する研究は，三国時代や高麗時代の仏
教の研究に比べるとそれほど数多くない．それについて様々な理由が考え
られるが， 一つには， 韓国（朝鮮）仏教史の中で朝鮮時代の仏教を衰類の仏
教と見ていたことが挙げられるであろう．要するに，教学の伝統が積み重
ねられてきた日本の観点から見た場合に，朝鮮時代の仏教は韓国仏教の中
でも後れる仏教になろう＇ ・
しかしながら，朝鮮時代の仏教に対する研究は早くから興味を持たれる
ことになる．今西龍は1911年の 「朝鮮仏教関係書籍解題j の中で韓国仏教
研究のための審物に関する紹介と解題，またほぼ同時期である 191I年から
1912年の聞に古谷消「朝鮮李朝仏教史梗概Jから開始される．以降， 日本
lこの論の中での，斡包仏教は緯半島封酔仏教を指すことにし，醐絢寺代を指ナときは． 「朝鮮
日寺代仏教lとすることにする．
